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第１章 令和２年の労働情勢と労働委員会活動の概況

第１節 労働情勢の概況

１ 労働経済の状況

(1)  全国の状況

総務省の「労働力調査」によれば、令和 2 年の年平均の完全失業率は 2.8

％で、前年に比べ 0.4 ポイント上昇した。一方、完全失業者数は令和 2 年平

均 191 万人で、前年に比べ 29 万人増加し、11 年ぶりの増加となった。

   また、厚生労働省の「一般職業紹介状況」によれば、令和 2 年平均の有効

求人倍率が 1.18 倍となり、前年の 1.60 倍を 0.42 ポイント下回る結果とな

った。令和 2 年平均の有効求人数は前年に比べ 21.0％減となり、有効求職

者数は 6.9％増となった。

(2)  福島県の状況

   令和 2 年の新規求人倍率は 1.85 倍（前年 2.04 倍）、有効求人倍率は 1.25

倍（前年 1.51 倍）となり、前年を大きく下回る状況となった（図 1、図 2）。

   また、令和 2 年の負債額が 1,000 万円以上の企業倒産の状況は、件数は

72 件(前年 78 件）、負債総額は 6,492 百万円(前年 17,699 百万円）であっ

た。

（出典：福島労働局職業安定部「令和 2 年 12 月分及び令和 2 年分 最近の雇用失業情

勢」、帝国データバンク「全国企業倒産集計 2020 年報」）

図 1 新規求人倍率の推移（H28～R2） 
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図 2 有効求人倍率の推移（H28～R2）

２ 春闘・一時金の交渉状況

(1)  春闘

   厚生労働省の調査による民間主要企業の令和 2 年の春季賃上げ妥結状況

は、平均要求額 8,840 円に対し平均妥結額 6,286 円(賃上げ率 2.00％)とな

り、前年の 6,790 円(賃上げ率 2.18％)を額で 504 円、率で 0.18 ポイント下

回った。賃上げ率は 2％台が 7 年続いている。 

   産業別の妥結状況をみると、妥結額の最も高い産業は金融・保険(7,638

円)で、以下、化学(7,482 円)、自動車(7,302 円)などの順となっている。一

方、妥結額の最も低い産業は鉄鋼(3,816 円)で、以下、運輸(4,337 円)、電

力・ガス(4,767 円)などの順となっている(金額は加重平均)。 

           （出典：厚生労働省「令和 2 年民間主要企業春季賃上げ要求・妥結状況」）

(2)  夏季一時金

   厚生労働省の調査による民間主要企業の令和 2 年の夏季一時金の妥結状

況は、平均要求額 919,838 円に対し平均妥結額が 828,171 円で、前年に比べ

17,282 円(2.04％)の減となった。 

妥結額の最も高い産業は、建設(1,081,072 円)で、以下、自動車(933,111

円)、食料品・たばこ（904,220 円)などの順となっている。一方、妥結額の

最も低い産業は、サービス(498,858 円)で、以下、鉄鋼(551,226 円)、卸・

小売（600,279 円)などの順となっている（金額は加重平均）。 

（出典：厚生労働省「令和 2 年民間主要企業夏季一時金妥結状況」） 
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(3)  年末一時金

   厚生労働省の調査による民間主要企業の令和 2 年の年末一時金の妥結状

況は、平均要求額 848,022 円に対し平均妥結額が 786,460 円で、前年に比べ

82,144 円(9.46％)の減となった。 

最も高い産業は、建設 (957,411 円)であり、以下、自動車 (912,614 円)、

窯業（893,396 円)などの順となっている。一方、妥結額の最も低い産業は、

サービス (502,560 円)で、以下、鉄鋼(536,564 円)、運輸(582,408 円)など

の順となっている（金額は加重平均）。 

             （出典：厚生労働省「令和 2 年民間主要企業年末一時金妥結状況」）

３ 労働組合の組織状況

  厚生労働省が毎年 6 月 30 日現在で行う「労働組合基礎調査」によると、令

和 2 年の全国における単位労働組合数は 49,098 組合で、前年に比べ 827 組合

減少（△1.6％）した。単位労働組合員数は 1,004 万 4 千人で、前年に比べ 2

万 8 千人増加（0.3％）した。また、単一労働組合数は 23,761 組合で、前年に

比べ 296 組合減少（△1.2％）した。単一労働組合員数は 1,011 万 5 千人で、

前年に比べ 2 万 7 千人増加（0.3％）した（※1）。

  労働組合員数を、「労働力調査」（総務省統計局実施）の雇用者数（6 月分

の原数値）で除して得られる推定組織率は 17.1％で、前年に比べ 0.4 ポイン

ト上昇した（図 3）。 

一方で、単位労働組合に加入するパートタイム労働者は 137 万 5 千人で、前

年の 133 万 3 千人に比べ 4 万 2 千人増加（3.1％）し、上昇傾向が続いている。

全体の労働組合員数に占める割合は 13.7％で前年の 13.3％より 0.4 ポイント

上昇した。 

パートタイム労働者の労働組合員数を、全体のパートタイム労働者数で除し

た推定組織率については、8.7％で、前年の 8.1% より 0.6 ポイント上昇し、こ

れらのパートタイム労働者にかかる数値は、いずれも過去最高となった 

（※2、図 4）。 

  産業別に単位労働組合の労働組合員数をみると､製造業が 267万 4千人(26.6 

 ％)と約 3 割近くを占め、次いで、卸売業・小売業 149 万 4 千人(14.9％)、運 

 輸業・郵便業 84 万 8 千人(8.4％)、建設業 83 万 6 千人(8.3％)の順となってい 

  る。 

※1 単位労働組合とは、「単位組織組合（規約上労働者が当該組織に個人加入する形式をと

り、かつ、その内部に独自の活動を行い得る下部組織（支部、分会等）を持たない労働

組合をいう。）」及び単一組織組合（規約上労働者が当該組織に個人加入する形式をと

り、かつ、その内部に独自の活動を行い得る下部組織（支部、分会等）を有する労働組

合をいう。）の下部組織である「単位扱組合」をいう。

   単一労働組合とは、「単位組織組合」及び「単一組織組合」をいう。

（出典：厚生労働省「令和 2 年労働組合基礎調査」） 
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※2 「パートタイム労働者」とは、正社員・正職員以外で、その事業所の一般労働者より 1

日の所定労働時間が短い労働者、1 日の所定労働時間が同じであっても 1 週の所定労働

日数が少ない労働者又は事業所においてパートタイマー、パート等と呼ばれている労働

者をいう。          （出典：厚生労働省「令和 2 年労働組合基礎調査」） 

図 3 単位労働組合数と推定組織率の推移（H28～R2） 

図 4 パートタイム労働者の組合員数と推定組織率（H28～R2） 

（千人）                            （％）

（％）(組合)
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第２節 労働委員会活動の概況 

１  主な活動 

(1)  総会           12回開催（第988～第999回）

(2)  委員研修会        8回開催 

(3)  公益委員会議       2回開催（第522～第523回） 

(4)  審査事件         なし 

(5)  再審査事件        1件係属（係属中） 

(6)  行政訴訟事件       1件係属（すべて終結） 

 (7)  調整事件         1件係属（すべて終結） 

(8)  個別調整事件       4件係属（すべて終結） 

(9)  労働困りごと相談会       １月、7月、10月実施 

(10)  ワークルール出前講座   13回実施 

２ 月別活動概況 

月 日 内         容 

1.6 

1.15 

 1.16 

  1.21 

  1.23 

  1.24 

1.26 

 福労委平成 30 年（不）第 2 号アルファエレナ福島・アルファクラブ事 

 件で使用者側、原判決の取消を求めて仙台高等裁判所に控訴 

ワークルール出前講座（県立相馬農業高等学校） 

講師 坂路芳知委員（労働者委員） 

 ワークルール出前講座（県立須賀川高等学校） 

  講師 八巻由美委員（労働者委員） 

 ワークルール出前講座（県立平商業高等学校） 

  講師 千歳芳雄委員（使用者委員） 

ワークルール出前講座（県立田村高等学校） 

講師 駒田晋一委員（公益委員） 

 ワークルール出前講座（県立安達東高等学校） 

  講師 八巻由美委員（労働者委員） 

令和元年度第 2 回労働困りごと相談会 

  現地相談会（白河市産業プラザ人材育成センター、県いわき合同庁舎） 

電話相談（自治会館） 
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月 日 内         容 

1.28 

〃 

1.31 

 第988回総会（自治会館） 

 委員研修会（自治会館） 

  「大学におけるキャリア支援と地方創生」 

  講師 国立大学法人福島大学 副学長 伊藤宏氏 

 ワークルール出前講座（県立勿来工業高等学校） 

  講師 千歳芳雄委員（使用者委員） 

2. 7 

2.25 

〃 

令和元年度個別調整第 1号事件申請受付 

第 989 回総会（自治会館） 

 委員研修会（自治会館） 

「福島県経済の動向と今後の見通しについて」 

講師 一般財団法人とうほう地域総合研究所 研究員 木村正昭氏 

3.11 

3.24 

〃 

福労委令和 2 年（調）第 1 号事件(あっせん)申請受付 

第 990 回総会（自治会館） 

委員研修会（自治会館） 

 「ある単組と連合、産業別労働組合ＪＡＭ」 

 講師 坂路芳知委員（労働者委員） 

4.10 

4.28 

令和 2年度個別調整第 1号事件申請受付 

第522回公益委員会議（自治会館） 

5.25 

5.26 

福労委令和 2 年（調）第 1 号事件(あっせん)解決 

第 991 回総会（本庁舎） 
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月 日 内         容 

6.3 

6.23 

〃 

ワークルール出前講座（県立テクノアカデミー会津） 

 講師 穴澤耕二委員（使用者委員） 

第 992 回総会（臨時）（自治会館） 

第 993 回総会（自治会館） 

7. 12 

7.28 

〃 

7.29 

令和 2 年度第 1 回労働困りごと相談会 

  現地相談会（南相馬市労働福祉会館、県いわき合同庁舎） 

 第 994 回総会（自治会館） 

委員研修会（自治会館） 

 「願わくば、労使紛争解決の一助になりたくて」 

 講師 穴澤耕二委員（使用者委員） 

 仙台高裁令和２年（行コ）第１号不当労働行為救済命令取消請求控訴事件

 （福労委平成 30 年（不）第 2号アルファエレナ福島・アルファクラブ事

件）請求棄却判決 

8.20 

8.25 

〃 

令和 2年度個別調整第 2号事件申請受付 

第 995 回総会（自治会館） 

委員研修会（自治会館） 

 「夫婦・親子に関する法律問題について」 

 講師 平石典生委員（公益委員） 
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月 日 内         容 

9. 4 

9.29 

〃 

令和 2年度個別調整第 3号事件申請受付 

第 996 回総会（自治会館） 

委員研修会（自治会館） 

 「令和２年度北海道及び東北六県労働委員会連絡協議会研修会の研修

課題の検討について」 

10. 2 

10.14 

10.18 

10.27 

〃 

令和 2年度個別調整第 2号事件解決 

ワークルール出前講座（県立只見高等学校） 

 講師 石山純恵委員（使用者委員） 

令和 2 年度第 2 回労働困りごと相談会 

  現地相談会（マイタウン白河、県会津若松合同庁舎） 

第 997 回総会（自治会館） 

委員研修会（自治会館） 

「パワーハラスメント防止対策及び時間外労働の上限規制等について」 

講師 福島労働局雇用環境・均等室 労働紛争調整官 加藤政和氏 

11.6 

11.18 

11.24 

〃 

 ワークルール出前講座（県立梁川高等学校） 

  講師 駒田晋一委員（公益委員） 

 ワークルール出前講座（福島東稜高等学校） 

  講師 吉高神明委員（公益委員） 

 第 998 回総会（本庁舎） 

 委員研修会（本庁舎） 

  「第 75 回全国労働委員会連絡協議会総会議題の報告について」 
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月 日 内         容 

12. 2 

〃 

12. 4 

12.22 

〃 

ワークルール出前講座（県立郡山萌世高等学校（定時制、昼間主）） 

講師 坂路芳知委員（労働者委員） 

ワークルール出前講座（県立郡山萌世高等学校（定時制、夜間主）） 

講師 遠藤和也委員（労働者委員） 

ワークルール出前講座（県立テクノアカデミー浜） 

講師 大越香代子委員（労働者委員） 

第 999 回総会（自治会館） 

第 523 回公益委員会議（自治会館） 
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